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【競争と評価と準備】
先日の朝礼で、ノーベル化学賞を受賞する根岸英一教授のインタビュー記事の中で、印象

に残った言葉を紹介しました。『人間の本当の力を引き出し、さらに伸ばすには、何より競
争が大事です。競争がないと客観的な評価を通して本当に何が自分に向いているのか、自ら
を見つめる機会がない。かえって不幸。』『（十分な準備をして）やってみても運がなく、ダ
メなときはある。でも、失敗しても次の手が打てるかどうかは、運ではない。次の手（準備）
を考えていればすぐ立ち直れます。私は学生に「何回失敗する準備がある？」と聞きます。』
という内容でした。・・私は、“みんな仲良く助け合い、共に伸びよう”という精神は、小中
学校では必須のことと考えていますが、決して互いに競い合い優劣をつけることを否定して
いないと思っています。競い合うことで能力は伸びる。厳しい評価にさらされることで自分
自身の適性を見つめ、成長する。ということを改めて思います。
さて、期末テストも終わり、３年生は進路を決定する時を迎えました。今の力で実現でき

る進路について、自分が納得できるまで十分に相談して下さい。受験を通じて、今までの学
習や生活について、客観的に評価されます。甘い自己評価をしてきた人には、厳しい
かもしれません。ただ、どのようなリスク（危険）があるかを把握した上で、次の手
を準備し、チャレンジすることは許されると思う。社会に出れば、リスクを避けてば
かりでは仕事になりません。チャレンジする力を身につける時期でもあると思います。

【新生徒会役員決まる】
８日（水）、生徒総会と新生徒会役員を選ぶ立ち

会い演説会が行われました。生徒総会では、各役員
が１年間の活動報告を行い、演説会では１７名とい
う今までにない人数の立候補者が、大成中学校をよ
り良くしたいという熱意を込めて演説しました。皆
さんのこの姿勢がとても嬉しく、だれが選ばれても
大丈夫だと安心しました。また、総会・演説会の運
営や参加態度もすばらしく、グランドで行われたの

１年間お疲 これから に も か か わ ら
れさん よろしく ず、報告や演説

会 長 上村耕大 凪 慎太郎 をしっかり聴け
副会長 野地岡侑輝 山里奈菜 ていました。
副会長 山里奈菜 東 凜太郎 ｢誇れる大成中｣
書 記 水口由美子 津川真結 を 実 感 し ま し
風 紀 坂本彩香 和田彩芽 た。｢大成革新｣
文 化 土井郁弥 高橋尚嗣 から｢ Proud of
体 育 福井悠馬 橋村修太郎 大成｣に引き継
美 化 山本貴大 山上昇太 がれた生徒会、
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 和田 涼 次は何を出すか
保 健 谷内悠馬 三浦 望 楽しみです。
図 書 長谷川優衣 水口桃花
学 活 高橋尚嗣
会 計 万所菜摘
＊学活と会計は、ﾎﾞﾗﾝﾃ
ｨｱ委員に引き継ぎます

【国際貢献】ちょっと難しいことを考えよう
日本は、様々な分野で資金を拠出して、発

展途上の国々の自立を支援しています。例え
ば、先日菅総理大臣が、保健と教育の分野で
５年間で８５億ドルの拠出を発表しました。
日本円で約七千二百億円もの大きな額です。
不景気で就職できない若者が増え、リスト

ラで職を失う人々も相変わらず多い中で、私
たちの税金が使われます。『自分たちの支援
に回してくれ！』という人々の気持ちもよく
わかります。ではなぜ国内で苦しい問題を抱
えているのに、巨額の支援を他国にするので
しょうか。キーワードは、地球と幸福
と平等かな？考えがまとまったら、ぜ
ひ校長先生に教えて下さい。

【表彰】
ソフトボール部１年生大会：優勝
少林寺拳法部市長旗杯
団体：優秀賞（男子）努力賞（女子）
組演武優秀賞：岡本進也・柏原竜太組
組演武努力賞：藤井悠佑・小林春樹組

※よく頑張りました。皆さんの活躍を聞くにつけ、

穏やかな気持ちになる校長先生です。

【お願いとお詫び】
①来週から期末懇談会を実施します。すでに日程等の調整が済んでいることと思いますが、
自転車で来校される場合、体育館の耐震工事の関係で今までの駐輪スペースが使えません。
そこで今回は、校舎に沿ってコンクリートの石畳に駐輪して下さい。なお、生徒の自転車
での再登校は許可しておりません。（理由：事故補償が適用されません）

②第８回「語る会」を１２月１７日（金）に予定しておりましたが、どうしても時間が取れ
ず、今回は中止いたします。申し訳ありません。１月は２８日（金）に必ず
行いますので、どうぞご参加下さい。温かい飲み物と茶菓子を用意していま
す。


